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OmniRPC[2]はグリッド環境での並列プログラミングの
ための Grid RPCシステムである．OmniRPCの対象とす
る計算資源を，遠隔地にあるサーバやクラスタだけではな
くオフィスや自宅にある個人用 PCまで広げるために, Peer
to Peer環境の分散計算システム上で遠隔手続き呼び出し
を行うシステムについて開発中である．P2P環境をサポー
トするジョブ実行ミドルウエアをバックエンドのシステム
として活用し，その上にOmniRPCを実装することによっ
て実現する．提案するシステムの目的は，OmniRPCによ
り，P2P環境に対して有効な並列プログラミング環境を与
えることである．

P2P環境での OmniRPCシステム
XtremWebや BOINC等の P2P環境では，計算資源となる
計算機においてワーカプログラムを立ち上げ，これらの
ワーカープログラムが 1つまたは複数のサーバに接続する
ことによって，システムを構成する．また，P2P環境にお
いて，計算資源は Volatileであることが前提となり，シス
テムがノードの停止を検知し，再スケジューリングを行い，
他の計算資源に割り当てる機能を持つ．
これまでのOmniRPCは基本的に，Pushモデルのシステ
ムであるため，P2P分散計算システム上でのOmniRPCシ
ステムを実現するためには，コネクションにより行ってい
た計算の依頼，結果の転送を，ファイルを介してつまりド
キュメントベースの通信により行わなくてはならない．
ここで，OmniRPCシステムでは Agentを用いることに
より，遠隔の実行モジュールの起動，レジストリの管理，
ワーカとの通信の中継を行わせることができる．OmniRPC
システムにはワーカー菅の通信の中継やリモートのプロセ
ス管理を行う Agentがある，そこで，現状のOmniRPCの
システムを大幅に変更することなくP2P分散計算システム
に対応するために，Agentに P2Pシステムとのブリッジを
行う機能を付けることにより実現することにした．
そこで，本システムでは以下の目標を達成する．
• P2P環境においての並列プログラミング環境の提供
• P2P環境による耐故障性を備えた Grid RPCシステム
を構築

• ソースプログラムの変更なしにクラスタ環境から
Volatileな個人用 PC環境への対応

• 実行プログラムの Deploymentの自動化

OmniRPC/XW
OmniRPC/XWは XtremWeb上で OmniRPCを実現したシ
ステムである．XtremWebは，インターネット上での大規
模分散処理を目的としたミドルウエアであり [1]，BOINC
や Condorなどの分散システムプラットフォームと同様に,
インターネットに接続された遠隔計算資源や LAN 内部に
ある計算資源プールを活用する.
以上のことを考慮し，提案するシステムでは OmniRPC
に以下の拡張を行う．
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図 1: OmniRPC/XWシステムの概要

• OmniRPCの Agentに XtremWebの Serverと Om-
niRPCのクライアントプログラム間のプロトコルブ
リッジを行う機能

• OmniRPCのワーカープログラムでデータ入出力をファ
イルから行う機能

• XtremWebへのレジストリ情報の登録とリモート関数
のインタフェース情報の登録

図 1に本システムの概要を示す．
XtremWebシステム自身は，システム異常等により中止

されたタスクを，再スケジューリングし，他の計算機で処
理を行う耐故障性を備えている．そこでこの機能を利用す
ることで，Agentによって XtremWebに投入した RPCタ
スクの処理は必ず終了する．よって，Agentは単にRPCタ
スクが終了するまでポーリングする事で，システム全体と
しては耐故障性を保証することが可能になる．

P2P環境において Volatileな計算機を Grid RPCプログ
ラミングモデルで利用可能にするため，XtremWeb上での
OmniRPCについて述べた．今後の課題としては，実装を
終了させ，1000台規模の計算機を用いた提案システムの
基礎的な性能評価や実アプリケーションによる性能評価が
挙げられる．
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